
～ 木曽川用水の節水対策について ～

木曽川流域では、平野部、水源地域とも５月以降の降雨が例年を大きく下回って

おり、河川流量が減少しています。

平野部の代表地点である馬飼地点では５月の降水量が７５㎜（平年の４２％）、
ま が い

６月の降水量が１１０mm（平年の約５０％）と極めて少ない上に、６月１１日から

は岩屋ダムに係る利水者に対し都市用水、農業用水の全量をダムから補給してお

り、６月２６日までの総補給量は約２９，０００千m3となっています。

このため、岩屋ダムの利水貯水量は６月２７日０時に３９，８３６.３千m3まで減

少しており、利水確保量（６１，９００千m3）の約６４％となっています。

今後、まとまった降雨がなければ、更に厳しい状況が予想されることから、６月

２７日に木曽川用水の関係機関で構成する木曽川用水節水対策協議会準備会を開催

し、下記の内容を決定しました。

岩屋ダムの利水貯水率が概ね５０％を下回ると予測される日の前日に、節水

について各利水者と協議する。

※【岩屋ダムに係る利水者】

愛知県企業庁､岐阜県都市建築部､三重県企業庁、名古屋市上下水道局、木曽川

右岸用水土地改良区連合、各務原市産業活力部､八百津町役場水道環境課

平成２９年６月２７日

独立行政法人水資源機構 木曽川用水総合管理所
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０時現在
　

木曽川流域の主な降雨量（平成２９年６月２６日時点整理）

2017年6月27日
岩屋ダム利水貯水量曲線

（受益地）
馬飼地点

２２０mm
１１０mm

４月 ６月

平成２９年
１４１mm

　５０％平年比（木曽川大堰地点）

１２３mm
８７％

１７７mm
月

過去平均値
　７５mm

５月

　４２％

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000
千ｍ3

平年 利水確保量 平成6年（最渇水）
平成17年 平成20年 平成25年
平成27年 平成28年 平成29年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利

水

貯

水

量

利水確保量

平年

Ｈ17(6/4～7/6,  33日間)

H20（8/15～9/1,  18日間)

Ｈ6（6/9～11/13, 158日間）

利

水

貯

水

率

利水貯水量 39836.3千m3 
利水貯水率 64.4％

Ｈ25（6/13～6/28,  16日間)

H29（利水貯水量）



0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

4月1日 5月1日 6月1日 7月1日

新規取水量・岩屋ダム貯水量
貯水量

(千ｍ3)
流量

(ｍ3/s)

ダム補給量

河川自流取水量 新規取水必要量

利水貯水量
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利水確保量：61,900千ｍ３

4/1～6/26までの新規取水量
のうち、岩屋ダムからの補給

量は29,000千m3となってお
り、全体の約24%をダムから
の補給で賄っている。

（参考）馬飼地点流入量
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